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日本小児口腔外科学会では、News Letter を発行しております。News Letter は本学会ウエブサイトに

掲載いたしますが、発行の際には会員の個人メールにもお送りしますので、メールアドレスをまだご登

録されていない会員は是非とも学会事務局（info@jspoms.jp）までご連絡ください。 

第２回は、2024 年 11 月８日・９日に行われました第 36 回日本小児口腔外科学会総会・学術大会に

ついて、準備委員長・実行委員長である獨協医科大学の和久井崇大先生に報告していただきます。 

 

 

第 36 回日本小児口腔外科学会総会・学術大会開催報告 

第 36 回日本小児口腔外科学会総会・学術大会 

大会長 川又 均 

（獨協医科大学医学部口腔外科学講座 主任教授） 

準備委員長・実行委員長 和久井 崇大 

（獨協医科大学医学部口腔外科学講座 准教授） 

 

2024 年 11 月 8日・9日の両日に，本学会の第 36回総会・学術大会を栃木県総合文化センター

にて開催致しました．大会のテーマを「こどもたちの食べる・話すを創り支える口腔医療」として

さまざまなプログラムを企画し，多くの会員の先生方にご参加頂きました． 

 

1 日目には理事会，代議員会，各種委員会のほか，第 15 回教育

講演会，日本歯科医学会会長講演を開催致しました．教育講演会で

は，昭和大学歯学部口腔衛生顎講座教授の弘中祥司先生に「こども

たちの食べる・話す機能の不全」，獨協医科大学小児科学講座講師

の藤田雄治先生には「小児免疫疾患診療における小児科と口腔外科

の連携」と題しご講演頂きました．会員にとって日々の小児歯科臨

床に非常に役立つ内容のご講演であったと思います．日本歯科医学

会会長講演では，「歯科イノベーションロードマップ，第 1 期評価

に期待する」と題して日本歯科医学会会長の住友雅人先生にご講演頂きました．歯科医療の現状のみな

らず，今後の歯科医療の方向性について意義深いご講演を賜りました．その後は会場に近接するレスト



ラン「ラカンタ」にて理事・招待者懇親会を開催し，多くの先生方にご参加頂きました．スペシャルゲス

トに特別講演 2 演者の杉本彩様にもご参加頂き．華やかな会を開催することができました．また，栃木

の銘酒「惣誉」の社長である河野遵様より日本酒についての解説を聞きつつ，現地でもなかなか手に入れ

ることができない銘柄の日本酒を頂きました．加えて，宇都宮といえば餃子，名店「まさし」の餃子に舌

鼓をうちつつ懇親会は盛会に終えることができました． 

 

2 日目は理事長講演として国際医療福祉大学三田病院歯科口腔外科教授の矢郷香先生に「小児歯科医療

発展のために魅力ある学会運営を目指す」と題してご講演頂き，本学会のさらなる発展に向けてのマニ

フェストをお示し頂きました．特別講演 1 では，獨協医科大学医学部小児科学講座特任教授の吉原重美

先生に「花粉・食物アレルギー（PFAS）について」と題して，小児 PFAS について疫学，診断，治療と

多岐に渡る内容でご講演を頂きました．特別講演 2 は，公益社団公人動物環境・福祉協会 Eva 理事長で

女優の杉本彩様に「動物愛護，美，アンチエイジング」について，

現在取り組まれている動物愛護活動から，美・アンチエイジングに

対するコンセプトについてご講演頂きました．シンポジウムはテー

マを「歯科医師が口唇口蓋裂を治療する意義」と題して，愛知学院

大学歯学部附属病院口唇口蓋裂センターの井村英人先生，東京大学

医学部附属病院口唇口蓋裂センターの成田理香先生，獨協医科大学

医学部口腔外科学講座の国富陽介先生，自治医科大学医学部歯科口

腔外科学講座の仁保千秋先生の 4 名のシンポジストに各施設での

口唇口蓋裂治療に対する取り組みについてご発表頂きました．各施設それぞれのコンセプトに基づいた

治療がなされており，活発な討論が行われました．副流煙委員会企画では宝塚医療大学保健医療学部口

腔保健学科教授の埴岡隆先生に「加熱式を含む喫煙の健康影響と禁煙支援法の歯科実装」と題してご講

演頂きました．口腔に関わる歯科医師，歯科衛生士による禁煙支援が重要であり，ひいては受動喫煙やタ

バコ依存から子どもたちを守ることになるという大変貴重なご講演でした，そのほか，一般口演題37題，

ポスター発表 18 題と大変多くの会員の先生方にご発表頂きました． 

コロナ禍は明けましたが，本大会では現地開催のみでなく，参

加者の利便性を考慮しオンデマンド配信を併施致しました．参加

者は，現地参加，オンデマンド参加者合わせて約 300 名（有料参

加者 269 名）で，ほとんどの方が現地参加頂きました．会期中は

大きなトラブルもなく大変有意義な大会を開催することができ

ました．学術大会の開催にあたり，大会運営にご協力頂いた関係

各位に感謝申し上げるとともに，大会報告とさせて頂きます． 
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